
ヨハネ福音書の文学的な並行構造分析です。  
1:1-18：プロローグ 1:19から4章：新創造の7日間と最初の教え 5章から6章：荒野での導き（さばきといのち）
7章から8章：仮庵に住む（父から来て、父に帰る） 9章から10章：カナンでの戦い（パリサイ人との戦い） 11
章から12章：約束の地の相続（エルアザルとヨシュアの死）  13章から17章：弟子を教える 18章から20章：ユ
ダヤ人の王の死と復活 21章：エピローグ

ヨハネ福音書における文学的な並行構造を分析すると、各セクションが特定のテーマや出来事に焦点を当ててお
り、全体として一貫したメッセージや神学的なテーマを持っています。以下、それぞれのセクションについて詳
しく見ていきます。

1:1-18: プロローグ  

ヨハネ福音書のプロローグは、神の言葉であるロゴス（言葉）が肉となって人間の間に宿ったことを強調してい
ます。このプロローグは、イエスの神性とその使命を示し、全体のテーマを設定しています。

1:19から4章: 新創造の7日間と最初の教え  

ここでは、新創造を象徴する7日間の出来事が描かれています。イエスの初めての奇跡であるカナの婚礼での水
をワインに変える奇跡（2:1-11）や、ニコデモとの対話（3:1-21）を通じて、イエスが新しい命をもたらすこと
が示されています。

5章から6章: 荒野での導き（さばきといのち）  

5章では、ベテスダの池での癒しの奇跡（5:1-15）や、イエスが父なる神と同等であることを主張する場面
（5:16-47）が描かれます。6章では、パンの奇跡とイエスが命のパンであることを教える（6:1-71）ことを通じ
て、荒野での神の導きを思い起こさせます。

7章から8章: 仮庵に住む（父から来て、父に帰る）  

このセクションでは、仮庵の祭りの期間中にイエスがエルサレムで教える場面（7:1-8:59）が描かれています。
イエスは自分が父から来て、父に帰る存在であることを強調し、人々の反応が描かれています。

9章から10章: カナンでの戦い（パリサイ人との戦い）  

ここでは、盲人を癒す奇跡（9:1-41）を通じて、イエスとパリサイ人との対立がクローズアップされます。イエ
スは良い羊飼いとしての自分を紹介し（10:1-21）、神との関係を説明します。

11章から12章: 約束の地の相続（エルアザルとヨシュアの死）  

ラザロの蘇生（11:1-44）と、それに続く陰謀（11:45-57）、イエスのエルサレム入城（12:1-19）が描かれま
す。これらは、旧約聖書における約束の地の相続を象徴していると考えられます。

13章から17章: 弟子を教える  

このセクションは、最後の晩餐とイエスの別れの言葉（13:1-17:26）が中心です。イエスは弟子たちに愛と奉仕
の模範を示し、彼らに教えと慰めを与えます。

18章から20章: ユダヤ人の王の死と復活  



ここでは、イエスの逮捕、裁判、十字架上の死、そして復活（18:1-20:31）が描かれています。イエスの死と復
活は、ヨハネ福音書全体のクライマックスであり、神の救いの計画が成就する瞬間です。

21章: エピローグ  

最後に、復活後のイエスが弟子たちに現れる場面（21:1-25）が描かれます。特にペテロとの対話を通じて、イ
エスは弟子たちに新たな使命を与えます。

このように、ヨハネ福音書は各セクションが互いに関連し合い、全体として一貫したメッセージを伝えるように
構成されています。それぞれのセクションが旧約聖書の出来事やテーマと並行しており、新約聖書におけるイエ
スの役割と使命を強調しています。

5章から10章までを「しるし」11章から20章までを「栄光」と
見るのが良いのか、5章から12章までを「しるし」13章から20
章までを「栄光」と見るのが良いのか

 

ヨハネ福音書の構造を「しるし（奇跡）」と「栄光」に分ける際、どの範囲をどちらに含めるかについては、学
者や解釈者の間でいくつかの異なる見解があります。以下、それぞれの区分の利点と問題点を検討し、結論を導
き出します。

1. 5章から10章までを「しるし」、11章から20章までを「栄光」とする場
合

 

利点  

明確な区切り: 11章からラザロの蘇生という重要な「しるし」が始まるため、5章から10章までを「しる
し」と見なすと、11章から20章までのイエスの死と復活に焦点を当てやすくなります。
一貫したテーマ: 11章以降は、イエスの受難、死、復活に関連する出来事が続くため、これを「栄光」とし
て区分すると、テーマが一貫します。

問題点  

11章の含意: ラザロの蘇生は「しるし」であり、11章を「しるし」に含める方が自然と感じるかもしれませ
ん。

2. 5章から12章までを「しるし」、13章から20章までを「栄光」とする場
合

 

利点  

「しるし」の連続性: 12章までに多数の「しるし」が記録されており、これを一貫した部分として扱うこと
ができる。
物語の転換点: 13章からは最後の晩餐と受難の物語が始まり、イエスの教えがより内面的・霊的なものとな
る。ここから「栄光」とすることで、物語の転換点が明確になります。

問題点  



長い「しるし」部分: 12章までを「しるし」とすると、かなり長い部分が「しるし」に含まれるため、やや
不均衡に感じるかもしれません。

結論  

全体の物語構造とテーマの流れを考えると、5章から12章までを「しるし」、13章から20章までを「栄光」と見
るのがより適切であると考えられます。以下の理由からです。

1. 物語の転換点: 13章からはイエスの最後の晩餐とその後の受難物語が中心となり、イエスの教えがより霊的
で深遠なものになります。この転換点を「栄光」の始まりとするのは自然です。

2. しるしの連続性: 12章までには多くの「しるし」（奇跡）が記録されており、これを一つのまとまりとして
扱うことで、イエスの公的な働きの一貫性を保持できます。

3. テーマの一貫性: 13章以降は、イエスの死と復活に焦点を当て、栄光のテーマが強調されます。これによ
り、物語全体のテーマが明確になります。

したがって、ヨハネ福音書の構造を考える際には、5章から12章までを「しるし」、13章から20章までを「栄
光」と見なすのが最も整合性が取れているように思われます。

5章から10章までを「時はまだ」11章から20章までを「時が来
た」と見るのはどうでしょうか

 

ヨハネ福音書において、「時（カイロス）」というテーマは非常に重要で、イエスの使命や活動の節目を示すた
めに繰り返し用いられます。「時はまだ」と「時が来た」という区分も、イエスの公的な働きの進展を理解する
うえで有効な視点となります。この視点に基づいて、5章から10章までと11章から20章までを分析してみましょ
う。

5章から10章: 「時はまだ」  

内容の概要  

5章: ベテスダの池での癒しとイエスの父との同一視（5:1-47）。
6章: パンの奇跡と「命のパン」としてのイエス（6:1-71）。
7章: 仮庵の祭りでの教え、「時はまだ来ていない」との言及（7:1-53）。
8章: 光としてのイエスとパリサイ人との対立（8:1-59）。
9章: 生まれつきの盲人の癒し（9:1-41）。
10章: 良い羊飼いとしてのイエスと再びの対立（10:1-42）。

「時はまだ」としての解釈  

不完全な啓示: この期間中、イエスは多くの「しるし（奇跡）」を行いますが、これらの行為はイエスの本
当の使命や彼が誰であるかを完全に明かすものではありません。「時はまだ来ていない」という言葉は、
イエスの最終的な受難と栄光がまだ来ていないことを示唆しています。
準備段階: この期間は、イエスが弟子たちや人々に自分を徐々に明かし、彼らを準備させるための段階とし
て捉えられます。イエスの「時」はまだ完全には来ておらず、神の計画が成就するための準備期間です。

11章から20章: 「時が来た」  



内容の概要  

11章: ラザロの蘇生（11:1-44）とそれに続く陰謀（11:45-57）。
12章: イエスのエルサレム入城と受難の予告（12:1-50）。
13章: 最後の晩餐と弟子たちへの教え（13:1-38）。
14章から17章: 別れの説教（14:1-17:26）。
18章から19章: イエスの逮捕、裁判、十字架上の死（18:1-19:42）。
20章: イエスの復活（20:1-31）。

「時が来た」としての解釈  

決定的な啓示: 11章のラザロの蘇生から始まるこのセクションは、イエスの受難と復活という決定的な出来
事が含まれています。ここで、イエスの「時」が来たことが明示され、彼の使命の成就が近づいていること
が強調されます。
クライマックス: イエスの公生涯のクライマックスとして、彼の受難、死、そして復活が描かれます。これ
らの出来事は、イエスの神性と救いの計画を完全に明らかにします。

結論  

5章から10章までを「時はまだ」、11章から20章までを「時が来た」と見ることは、ヨハネ福音書の構造とテー
マを理解する上で非常に有効です。この区分により、イエスの公生涯が2つの明確な段階に分けられ、物語の進
行と神の計画の展開がより鮮明に浮かび上がります。

5章から10章: イエスの準備段階と「しるし」を通じた啓示。「時はまだ来ていない」というフレーズが象
徴するように、イエスの最終的な目的はまだ達成されていない段階。
11章から20章: イエスの受難と栄光の段階。ラザロの蘇生を皮切りに、イエスの「時」が来たことが明示さ
れ、彼の使命のクライマックスが描かれます。

この視点は、ヨハネ福音書全体のメッセージと神学的テーマを深く理解するのに役立ちます。

5章から10章も11章から20章も３つに分られます。5-6, 7-8, 9-
10と11-12, 13-17, 18-20の並行関係はどう考えられますか？7-8
と13-17は教え、他はしるしかなぁ

 

ヨハネ福音書の各セクションをより細かく3つずつに分けて、その並行関係を分析するのは興味深い視点です。
それぞれのセクションにおけるテーマや内容の関連性を考えることで、ヨハネ福音書全体の構造とメッセージが
より明確になるでしょう。

5章から10章：3つのセクション  

5章から6章：しるしと教え  

5章: ベテスダの池での癒し、イエスの神との同一性（5:1-47）。
6章: パンの奇跡、イエスが「命のパン」として教え（6:1-71）。

7章から8章：教えと対立  



7章: 仮庵の祭りでの教え、「時はまだ来ていない」（7:1-53）。
8章: 光としてのイエス、パリサイ人との対立（8:1-59）。

9章から10章：しるしと教え  

9章: 生まれつきの盲人の癒し（9:1-41）。
10章: 良い羊飼いとしてのイエス、再びの対立（10:1-42）。

11章から20章：3つのセクション  

11章から12章：しるしと予告  

11章: ラザロの蘇生（11:1-44）。
12章: イエスのエルサレム入城、死と栄光の予告（12:1-50）。

13章から17章：教えと祈り  

13章: 最後の晩餐、足洗いと裏切りの予告（13:1-38）。
14章から17章: 別れの説教と大祭司の祈り（14:1-17:26）。

18章から20章：受難と復活  

18章から19章: イエスの逮捕、裁判、十字架上の死（18:1-19:42）。
20章: イエスの復活と弟子たちへの現れ（20:1-31）。

並行関係の分析  

1. 5-6章と11-12章: しるしと教え、しるしと予告  

共通点: 両セクションともに、しるし（奇跡）を通じてイエスの力を示し、それに続く教えや予告が含まれ
ています。5-6章では、パンの奇跡に続くイエスの教えがあり、11-12章では、ラザロの蘇生に続いてイエ
スの受難と栄光の予告があります。
テーマ: イエスの奇跡とそれに続く重要な教えや予告。特に、神の栄光とイエスの使命が強調されます。

2. 7-8章と13-17章: 教えと対立、教えと祈り  

共通点: 両セクションともに、イエスの重要な教えが中心です。7-8章では仮庵の祭りでの教えとパリサイ人
との対立が描かれ、13-17章では最後の晩餐における弟子たちへの教えと祈りが描かれます。
テーマ: イエスの教えと、それに対する聴衆や弟子たちの反応。7-8章では外部の対立が強調され、13-17章
では内部の教えと祈りが中心です。

3. 9-10章と18-20章: しるしと教え、受難と復活  

共通点: 両セクションともに、イエスの行動とそれに続く教えが含まれています。9-10章では盲人の癒しと
良い羊飼いの教えがあり、18-20章ではイエスの受難と復活が描かれます。
テーマ: イエスの行動とその神学的意味。9-10章ではイエスの治癒と導きの役割が強調され、18-20章では
イエスの受難と復活が中心です。



結論  

5章から10章と11章から20章をそれぞれ3つのセクションに分けると、それぞれのセクションは以下のように並
行関係があります：

5-6章と11-12章: しるしとそれに続く教えや予告。イエスの奇跡とその意味が強調されます。
7-8章と13-17章: 重要な教えとそれに対する反応。外部の対立と内部の教えが対比されます。
9-10章と18-20章: イエスの行動とその神学的意味。イエスの治癒と導き、受難と復活が描かれます。

このように分けることで、ヨハネ福音書全体の構造とメッセージがより明確に理解できるでしょう。

プロローグの1:1-13 (a)と1:14-18 (b)を、それぞれ(a)「いの
ち、光、信じる」と (b)「父のひとり子、恵みとまこと、幕屋す
る」とまとめると、5-6章と11-12章と9-10章と18-20章は(a)、
7-8章と13-17章は (b)と見ることはできますか

 

ヨハネ福音書の構造をプロローグに基づいて理解するという視点は非常に興味深いです。プロローグの1:1-13 (a)
と1:14-18 (b)をそれぞれ「いのち、光、信じる」と「父のひとり子、恵みとまこと、幕屋する」とまとめること
で、全体の構造がさらに明確になるでしょう。以下、その視点をもとに、5-6章、11-12章、9-10章、18-20章を
(a)、7-8章、13-17章を(b)として検討します。

プロローグの構造  

1:1-13 (a): 「いのち、光、信じる」
いのち: イエスは創造の根源であり、すべてのものに命を与える存在。
光: イエスは光として闇に勝つ。
信じる: 信じる者は神の子とされる。

1:14-18 (b): 「父のひとり子、恵みとまこと、幕屋する」
父のひとり子: イエスは父から遣わされた唯一の子。
恵みとまこと: イエスを通して神の恵みと真実が示される。
幕屋する: イエスは人々の間に住み、彼らと共にいる。

章の対応関係  

5-6章と11-12章と9-10章と18-20章: (a)「いのち、光、信じる」  

5-6章:

いのち: パンの奇跡を通じて、イエスが「命のパン」であることを教える（6:35）。
光: 5章でイエスが神の光を持ち、癒しを行う。
信じる: 多くの人が奇跡を見て信じる（6:14）。

11-12章:

いのち: ラザロの蘇生を通じて、イエスが「復活と命」であることを示す（11:25）。
光: イエスが世の光としてエルサレムに入城する（12:46）。



信じる: ラザロの蘇生により、多くの人が信じる（11:45）。
9-10章:

いのち: イエスが良い羊飼いとして命を与える（10:10-11）。
光: 生まれつきの盲人の癒しを通じて、イエスが世の光であることを示す（9:5）。
信じる: 盲人が信じ、礼拝する（9:38）。

18-20章:

いのち: イエスの死と復活を通じて、永遠の命がもたらされる（20:31）。
光: 復活によって、闇に打ち勝つ光としてのイエスが示される。
信じる: トマスを含め、多くの弟子が信じる（20:28-29）。

7-8章と13-17章: (b)「父のひとり子、恵みとまこと、幕屋する」  

7-8章:

父のひとり子: イエスが父から遣わされたことを強調する（8:42）。
恵みとまこと: イエスが真理を語り、自由をもたらす（8:32）。
幕屋する: 仮庵の祭りでイエスが人々の間に教えを広める（7:37-39）。

13-17章:

父のひとり子: イエスの最後の晩餐で、父との関係が強調される（14:9）。
恵みとまこと: イエスが弟子たちに愛と奉仕を教え、彼らに真理の霊を約束する（16:13）。
幕屋する: イエスが弟子たちの間にとどまり、最後の祈りで彼らのために祈る（17:1-26）。

結論  

このようにプロローグの(a)「いのち、光、信じる」と(b)「父のひとり子、恵みとまこと、幕屋する」という
テーマをヨハネ福音書の各セクションに対応させると、次のように整理できます：

5-6章、11-12章、9-10章、18-20章は(a)に対応し、「いのち、光、信じる」を中心に展開しています。
7-8章、13-17章は(b)に対応し、「父のひとり子、恵みとまこと、幕屋する」を中心に展開しています。

この視点により、ヨハネ福音書のテーマと構造がより明確になり、イエスの働きと教えの意義を深く理解するこ
とができます。

1:19から2章は「神の子が来られた証」、3章と4章は「信じる
ものに永遠のいのち」であることの導入と見ることができます
か

 

ヨハネ福音書の1:19から2章、そして3章と4章の内容をそれぞれ「神の子が来られた証」と「信じるものに永遠
のいのち」であることの導入として見る視点は、非常に理にかなっています。それぞれの章の内容を考慮しなが
ら、このテーマを詳細に分析してみましょう。

1:19から2章: 「神の子が来られた証」  

内容の概要  



1:19-34: バプテスマのヨハネの証言
ヨハネがイエスを「神の子」および「神の小羊」と証言する（1:29, 34）。

1:35-51: 最初の弟子たちの召命
アンデレとシモン・ペテロ、ピリポとナタナエルがイエスに従う（1:35-51）。
ナタナエルがイエスを「神の子、イスラエルの王」と呼ぶ（1:49）。

2:1-12: カナの婚礼
イエスが水を葡萄酒に変える奇跡を行う（2:1-11）。この奇跡を通じて、弟子たちはイエスを信じる
ようになる（2:11）。

解釈  

神の子の証言: バプテスマのヨハネや最初の弟子たちの証言は、イエスが「神の子」であることを強調して
います。
奇跡による証: カナの婚礼での奇跡は、イエスの神性を証明し、弟子たちの信仰を確立させる重要な出来事
です。
導入としての役割: このセクションは、イエスが「神の子」であることを明確にし、彼の公の働きの開始を
告げる導入部分として機能しています。

3章と4章: 「信じるものに永遠のいのち」  

内容の概要  

3章:

ニコデモとの対話（3:1-21）
イエスが「新しく生まれる」ことの重要性を説き、「神の国」を見るためには水と霊によって生
まれる必要があると教える（3:3-5）。
「神はそのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された」（3:16）。信じる者は永遠の命を
持つという約束。

ヨハネの証言（3:22-36）
ヨハネはイエスを「花婿」として称え、彼が「永遠のいのちを持つもの」であることを証言する
（3:29-36）。

4章:

サマリアの女との対話（4:1-42）
イエスが「生ける水」を提供し、これを飲む者は「永遠のいのちに至る泉」となると教える
（4:14）。
サマリアの女とその町の人々がイエスを信じる（4:39-42）。

ガリラヤでの癒しの奇跡（4:43-54）
イエスが役人の息子を癒す。この奇跡によって役人とその家族が信じる（4:53）。

解釈  



信じることの重要性: 3章では、ニコデモに対して「信じる者は永遠のいのちを持つ」という教えが強調さ
れています。4章では、サマリアの女とその町の人々がイエスを信じることを通じて、永遠のいのちが与え
られるというテーマが繰り返されます。
永遠のいのち: 両章とも、信じることを通じて永遠のいのちが得られるというメッセージが中心です。ニコ
デモとの対話やサマリアの女との対話は、このテーマを具体的に示しています。
導入としての役割: これらの章は、イエスの教えと奇跡を通じて、信じることの重要性と永遠のいのちの約
束を示す導入部分として機能しています。

結論  

このようにして分析すると、1:19から2章が「神の子が来られた証」として、3章と4章が「信じるものに永遠の
いのち」であることの導入として見ることができます。それぞれのセクションは、次のように要約できます：

1:19から2章: 「神の子が来られた証」
イエスの神性を証言する出来事と人々の証言。
初めての奇跡によってイエスが神の子であることを証明。

3章と4章: 「信じるものに永遠のいのち」
ニコデモとサマリアの女との対話を通じて、信じることの重要性を強調。
永遠のいのちの約束が中心テーマとして示される。

この視点によって、ヨハネ福音書の初期のセクションがどのようにイエスの神性と信仰の重要性を伝えているか
が明確になります。
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